
（別紙３）

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） 18 （回答者数）
17

～ 2025年　2月　11日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
自分のペースで成長できる取組の強化、年間を通じて季節感

や行事を取り入れ、子供たちに豊かな体験を提供する。

2
さらに安全強化、子供たちが毎日明るい笑顔で帰れる雰囲気

作りに務める。

3
情報共有の充実、子供たちの健康管理と将来についての相談

や情報交換などの強化。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 児童館でのイベント等に参加をする

2

3

レクリエーションの種類の豊富さや、一人一人の特性を考え、

それにあったプログラムを常に考え、実行している。

子供たちの意見や要望を取り入れながら、発達に合わせた工夫

を凝らして、スタッフが毎日のルーティンに変化を加え、飽き

のないようにレクリエーションを提供している。

送迎時における安全性と快適な環境を提供している

時間厳守、安全確認の徹底、こどもたちへの配慮、定期的なコ

ミュニケーション、送迎スタッフの接遇対応、子供たちの安心

感が高まるよう、座席の配置や車内の雰囲気にも配慮してい

る。

保護者との信頼関係の構築

定期的な電話連絡や面談、誠実な対応、保護者との共通の目標

設定、保護者との会話を大切にし、疑問や不安に対しても積極

的に応じている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会がない 時間的・物理的な制約

2025年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ほわいと

○保護者評価実施期間
2025年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


